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産学連携イベントを活用した女性研究者の活躍例紹介と
ネットワーク構築の試み

下郡 三紀*  (shimogori@kura.kyoto-u.ac.jp)，岡本 昌彦、大西 将徳、大西 兼司、伊藤 健雄
（京都大学学術研究支援室）
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１. 要旨 ■京都大学学術研究支援室では、理工系女性研究者のネットワークを支え、活躍の場を広げていくことを目的に、工学研究科が所在する桂キャンパス
において、女性研究者による産学連携イベント(桂ジェネ※)を企画.

■本発表では京都大学桂キャンパスにおいて2021年度実施の産学連携イベント(桂の実VOL.1～3)の実績を紹介するとともに、桂ジェネイベントの
狙い及び工夫した点等を紹介する. また、当該イベントを通してのキャリア形成等、世代間のネットワーク展開の可能性等を議論する.

２. 京都大学 桂キャンパスにおける産学連携の取り組み(イベントの位置づけ）

<研究の可視化・発信>
①展示:リアル、触れる、たくさん、常に最新
②動画(英語動画含む):世界へ発信、随時アクセス
③イベント:シーズの詳細、人と人の交流
④試験実装:実社会を想定した事業化イメージ、協働

 キャンパス全体をテストフィールドにプロトタイプを実証
 キャンパスを歩くだけでシーズに出会える

３. 産学連携イベント開催状況 (2021年度実績テクノサイエンスヒル桂の実VOL.1-3)

■オープンディスカッションでは医療現場で必要とされる
技術や医工連携の今後の展開等について意見交換を実施.

■参加者の個別ブース訪問(展示)登壇者及び参加者
同士での意見交換を実施.

■オープンディスカッションで次世代エネルギーに関す
るトピックスを選定、関連する技術内容に関し、議論．

京大桂キャンパスでの産学連携イベントとして“テクノサイエンスヒル桂の実”を企画し、工学の研究シーズを
3回のイベント(VOL.1～3)で紹介(2021年実績).

桂の実VOL.3
２０２２年３月18日開催, テーマ:次世代エネルギー
参加者数6８名（本会場9名、オンライン59名）

４. 産学連携イベント参加者の属性

参加者の業種分類

参加申込状況から業種分類及び、産業界内訳を分析.6～7割が産業界から参加
桂の実VOL.2

２０２1年11月30日開催, テーマ:医工連携
参加者数69名（本会場9名、オンライン60名）

桂の実VOL.1
２０２1年9月30日開催, テーマ:医工連携
参加者数134名（本会場11名、オンライン123名）

（上図）業種分類では産業界からの参加が約70%.
（下図）材料・化学関係、精密機器、医薬品、金融等幅広い分野から参加．

（上図）業種分類では産業界からの参加が約60％．
（下図）製造業が最多で化学工業、建設業を含めると全体の約70％.
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５. 産学連携イベントとしての振り返りと改善案

振り返り 改善案

イベント
内容

・登壇者及び参加者の満足度は高く、
シーズ発信という観点で実績は得
られたが、技術紹介に偏る傾向.

・企業の生の声(以下)の反映要
声1）今後企業では「どういう研究開発を

すべきか」という研究が必要.
声2）若手研究者に今後どういう開発が必

要か考える場を与える必要有.

・コロナ渦で人と人との交流、それ
に伴う産官学マッチングという観
点では課題が残った.

社会課題を解決するためにどんな
研究が必要かを議論するイベントへ

※テーマ選定方法の改善
(技術着目型→社会課題解決型)

※オープンディスカッションの充実

女性研究者によるイベント企画において、先の産学連携イベントでの振返りも反映.
（テーマ選定方法を社会課題解決型とし、オープンディスカッションを充実させる(トピックスの策定等)）
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６. 改善例:イベント案策定(技術着目型→社会課題解決型）

表 社会課題と技術分野の関連づけ例

※１ 技術領域は（日経BP『テクノロジーロードマップ2022-2031』）を参照
※２ SDG’ｓは工学研究科の研究分野に該当するものを抽出

社会課題（縦軸:SDG’)と技術領域（横軸:TRM）を関連付け（表）、それらに関連する技術領域（ ）
から更に課題解決のための技術項目を抽出

イベントテーマ1

イベントテーマ2

７. 桂ジェネ※イベント概要

イベントタイトル 京都大学 女性研究者産学連携ネットワークイベント:桂ジェネ※

趣旨 アカデミア及び企業における女性研究者の活躍例紹介
対象 理系女性研究者の活躍及びジェンダード・イノベーションに興味ある方

関連する社会課題
（関連研究テーマ）

SDGs3:すべての人に健康と福祉を（最新分析技術、医療応用）

SDGs11:住み続けられるまちづくりを（地震、耐震、建築設計）
時期 2022年 9月21日（水）

開催時間/場所/形態 13:30～17:15/京都大学 工学研究科 イノベーションプラザ/ハイブリッド
プログラム

オープニング 椹木工学研究科⾧
基調講演 渡辺 美代子（科学技術振興機構 シニアフェロー）

研究発表

吉光 奈奈 （京都大学 大学院工学研究科 助教）
片岡 奈々美（積水ハウス株式会社 総合住宅研究所）
樋口 ゆり子（京都大学 大学院薬学研究科 准教授）

寺本 華奈江（株式会社島津製作所 分析計測事業部 マネージャー）
休 憩

オープンディスカッション （パネラー:登壇者、ファシリテータ:URA）
クロージング 鈴木工学研究科附属学術研究支援センター⾧

展示 登壇者+イベント参加者

※ジェンダーネットワーク(女性研究者)※ジェネレーションネットワーク(中高生→大学生→研究者)
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・どのような研究開発をするべきか:ジェンダード・イノベーションに関する講演
・社会課題解決型:SDGｓ選定テーマでアカデミア、企業の女性研究者より講演

８. 桂ジェネイベントの狙い等
■狙い

理系の様々な研究分野での女性研究者の活躍を具体的な
活躍例として紹介し、女性研究者による産学連携ネット
ワーク構築を支援する.

■内容
今後の研究開発で重要な位置づけにあるジェンダード・
イノベーションを理解するとともに、登壇者による研究
の面白さ・今後の展開の紹介を受け、どのような研究開
発が必要かをオープンディスカッションで議論する.

■工夫した点
・イベントコンセプトの策定

(社会課題解決とネットワーク構築の2つの観点)
・登壇者の選定

(産官学のバランス、年代、専門分野等）
・関係者(学内、登壇者)に対する丁寧な趣旨説明

(女性研究者を特別視するものではない等）

９. まとめ
■京大桂キャンパスでの産学連携イベントとし“テクノサイエンスヒル桂の実(VOL.１～3)”

を企画、工学の研究シーズを紹介(2021年実績).

■2022年度は女性研究者による産学連携イベント(桂ジェネ)を企画.
狙い:理系の様々な研究分野での女性研究者の活躍例の紹介と女性研究者による産学

連携ネットワーク構築の支援
工夫した点:コンセプト策定、登壇者選定、関係者への丁寧な趣旨説明

＜今後の予定＞
実際にイベントを通して議論したキャリア形成や世代間のネットワーク展開の可能性
等を今後のイベント企画他、具体的な研究支援に役立てる.

ご参加おまちしております!!

「京都大学 女性研究者産学連携ネットワークイベント:桂ジェネ」
日時:2022年9月21日（水）13:30～17:15
会場:京都大学 大学院工学研究科 イノベーションプラザ1F（定員先着30名）

オンライン配信（ZOOMウェビナー）同時開催
イベントURL:https://www.rac.t.kyoto-u.ac.jp/ja/news/events/ind-day2022katsuragene

京大・工学研究科の研究シーズを桂キャンパス全体を使って研究シーズの可視化・発信を図る.
（『テクノサイエンスヒル桂』実現の中核）

『テクノサイエンスヒル 桂』
企業及び起業家との連携イベント


